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　本定例会では、条例の一部改正、令和５年度一般会計補正予算など、12件の議案について審議を行い、
次のとおり決定しました。
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11/29～12/20  22日間令和５年 第４回（12月）定例会

23

　去る令和５年11月６日に開かれました臨時会の結果をお知らせします。
■臨時会で審議された議案とその結果

認定第１号

認定第２号

認　　定（多　　数）

認　　定（全会一致）

令和４年度日田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度日田市公営企業会計決算の認定について

議案番号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

令和５年 第２回臨時会の結果

■議案第62号（反対討論）

　国民の暮らしの現状は物価高騰に歯止めがかからず、飲食料品においては、昨年では約2万5,700品目

が値上がりしており、今年は3万2,395品目が値上がりしているという報道があった。一方、賃金は物価

高騰に追い付かず、実質賃金は目減りとなっており、消費税の減税など、国民の暮らしを守る抜本的な対

策が求められている。

　地域の経済状況は、一部の回復の兆しがあるといったものの、円安は依然として大きな影響を与え続

け、資材、燃油等の価格は下がっていない。年金も物価高騰に連動していない。社会保障分野では、後期

高齢者の医療費は、２割負担が導入されたことで、自己負担額が増となっており、高い介護保険料や社会

保険、国保税が市民生活を圧迫していることから、このような市民生活の状況に配慮すべきである。

　また、いくつかの議会では、議員の期末手当を据え置いた議会があることや、議員報酬は、期末手当も

含めて、本来であれば、報酬審議会で議論されるべきではないかと考えることから反対するもの。

■議案第62号、議案第69号（反対討論）

　先般の国会で提出された「総理大臣や閣僚を含む特別職の国家公務員の給与を引き上げる改正給与法」

に対しては、｢国民の実質賃金がプラスになる状況までは控えるべきである｡」や「物価が上がる中で厳し

い状況に置かれている人が多く、今の経済や国民生活の状況を考慮すると、我々がそれを受け取るという

ことで良いのか｡」といった声があった。

　物価高騰などによる家計への負担や、現在の社会情勢を考えると、まずは市民全体の福祉を優先すべき

であり、議員の期末手当の引き上げはすべきではないと考えることから反対するもの。

　また、議案第69号についても、この議案に関連することから反対するもの。

※1「○」は賛成､「●」は反対（不賛成）を表します。
※2  議長（三苫誠）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。

•修正案の内容
　　議案第61号：特別職の職員の期末手当の年間支給月数をこれまでどおりとする案
　　議案第69号：一般会計補正予算（第5号）のうち、特別職の国家公務員の改定に準じて増額補正される議員人件費の議員手当

額及び特別職人件費の職員手当額を削除する案

賛否の主な討論の内容
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5ひた市議会だより　2024.1 4 ひた市議会だより　2024.1

令和４年度
決算の概要

　昨年９月定例会で付託された令和４年度一般会計決
算認定のほか、特別会計、公営企業会計について、10
月に決算審査特別委員会で審査をしました。
　11月６日に臨時会を開催し、決算審査特別委員長か
ら審査内容の報告の後、採決を行った結果､「認定」と
なりましたので、その概要をお知らせします。

使われたお金（一般会計歳出決算額）
398億5,625万３千円

●普通会計における財政分析の状況

●審査日程
　10/5：全体会 10/5～17：分科会 10/24：全体会       
　・総括質疑 ・審査 ・分科会長報告　・質疑
  ・討論　・委員会としての採決       

●水道・下水道事業（公営企業会計）

※普通会計とは、一般会計と特別会計の一部を
　合わせたものです。
※順位は、県下14市中です。       

●審査結果を早期に報告するため、臨時議会を開催しました
　12月以降は市における新年度予算の編成作業が本格化する時期です。新年度予算編成において決算審査
の結果を反映しやすくすることを目的に、令和３年度から早期に審査結果を報告するための臨時議会を、
審査終了直後に開催し、決算審査特別委員会委員長から審査結果の報告を行いました。

●決算審査特別委員会委員長報告の概要
　児童一人当たり一律10万円の支給を行った、子育て世帯への臨時特別支援事業費や、令和２年７月豪雨災
害の復旧事業費などの減により、歳入歳出いずれも前年度と比較して大幅に減額した決算となっています。
このような中、まちづくりや災害からの復興を行う事業、子育て、教育支援や商工、農林業支援など、市が
行う事業がより効果的な施策となるよう、22項目について付言・要望し認定としました。また、水道・下水
道事業においては、民間活力の活用の導入が有効かどうか検討を進める計画としていることから、公共サー
ビスの質を確保し、充実・向上を目的とした検討を行うことを要望し、同様に認定しました。

※決算額等の詳細は、広報ひた令和５年12月１日号（８～11ページ）に掲載されていますので、
そちらを参照してください。

区　分 令和３年度
指数等 指数等 順位

令和４年度

水道事業 執　行　額

実質公債費比率

財 政 力 指 数
経常収支比率

0.409
88.5％
4.1％

0.411
93.6％
4.9％

６位
５位
４位

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

13億4,713万８千円
12億4,994万４千円
１億9,642万１千円
５億6,645万５千円

下水道事業 執　行　額
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

19億8,595万５千円
19億6,146万７千円
８億9,500万２千円
13億  446万５千円

特別会計歳出決算額　168億1,259万円（６会計分）
財政力指数：地方税など自治体の標準的な収入で合理的に行政
運営を行った場合に、どこまで必要経費が賄えるかを測定する
指標です。この指標は数値が高いほど財源に余裕があるとされ
ています｡
経常収支比率：毎年決まって入ってくるお金（地方税、普通交
付税など）が、毎年決まって出ていくお金（人件費、借金の返
済など）に、どの程度充てられるかを示す指標です。この比率
が低いほど財政構造が弾力性に富んでいるとされています｡
実質公債費比率：借入金（地方債）の返済額（公債費）の大き
さを、財政規模に対する割合で表したものです。この比率が
18％以上となる地方自治体は、地方債を発行するときに国の許
可が必要になります｡
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す
る
予
算
の
約
８
割
は
人
件
費
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、
占
め
る
割
合
が

大
き
い
と
言
え
る
。
国
の
集
落
支
援

員
制
度
を
活
用
し
て
、
現
在
の
事
務

局
員
を
集
落
支
援
員
と
し
て
雇
用
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

部
長
　
集
落
支
援
員
を
住
民
自
治
組

織
の
事
務
局
員
と
し
て
雇
用
す
る
な

ど
、
国
の
集
落
支
援
員
制
度
を
住
民

自
治
組
織
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
住
民
自
治
組
織
の
設
立
に
つ

い
て
、
振
興
局
単
位
の
一
地
域
一
組

織
の
考
え
は
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
住
民
自
治
組
織
を
作
る
事
が

優
先
と
は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
を

維
持
し
て
い
く
に
は
地
域
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
ど
う

い
っ
た
組
織
や
担
い
手
が
必
要
な
の

か
、
住
民
の
皆
様
の
話
し
合
い
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
地
域
の
在
り

方
や
組
織
の
必
要
性
な
ど
を
し
っ
か

り
と
議
論
し
て
、

そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
住
民
自

治
組
織
が
必
要

で
あ
れ
ば
設
立

す
れ
ば
良
い
と

考
え
る
。

質
問　国

の
制
度
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い

回
答

新世ひた　居川　太城 議員中津江むらづくり役場

市政に反映　　　　皆さんの声
市政に反映　　　　皆さんの声

　令和５年第４回定例会では、12月６、７、８日の３日間にわたり一般質問が行われ、
14人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお知
らせします。

　会議は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴する
ことができます。車いす（３台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

議会をご覧になりませんか
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令和４年度
決算の概要

　昨年９月定例会で付託された令和４年度一般会計決
算認定のほか、特別会計、公営企業会計について、10
月に決算審査特別委員会で審査をしました。
　11月６日に臨時会を開催し、決算審査特別委員長か
ら審査内容の報告の後、採決を行った結果､「認定」と
なりましたので、その概要をお知らせします。

使われたお金（一般会計歳出決算額）
398億5,625万３千円

●普通会計における財政分析の状況

●審査日程
　10/5：全体会 10/5～17：分科会 10/24：全体会       
　・総括質疑 ・審査 ・分科会長報告　・質疑
  ・討論　・委員会としての採決       

●水道・下水道事業（公営企業会計）

※普通会計とは、一般会計と特別会計の一部を
　合わせたものです。
※順位は、県下14市中です。       

●審査結果を早期に報告するため、臨時議会を開催しました
　12月以降は市における新年度予算の編成作業が本格化する時期です。新年度予算編成において決算審査
の結果を反映しやすくすることを目的に、令和３年度から早期に審査結果を報告するための臨時議会を、
審査終了直後に開催し、決算審査特別委員会委員長から審査結果の報告を行いました。

●決算審査特別委員会委員長報告の概要
　児童一人当たり一律10万円の支給を行った、子育て世帯への臨時特別支援事業費や、令和２年７月豪雨災
害の復旧事業費などの減により、歳入歳出いずれも前年度と比較して大幅に減額した決算となっています。
このような中、まちづくりや災害からの復興を行う事業、子育て、教育支援や商工、農林業支援など、市が
行う事業がより効果的な施策となるよう、22項目について付言・要望し認定としました。また、水道・下水
道事業においては、民間活力の活用の導入が有効かどうか検討を進める計画としていることから、公共サー
ビスの質を確保し、充実・向上を目的とした検討を行うことを要望し、同様に認定しました。

※決算額等の詳細は、広報ひた令和５年12月１日号（８～11ページ）に掲載されていますので、
そちらを参照してください。

区　分 令和３年度
指数等 指数等 順位

令和４年度

水道事業 執　行　額

実質公債費比率

財 政 力 指 数
経常収支比率

0.409
88.5％
4.1％

0.411
93.6％
4.9％

６位
５位
４位

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

13億4,713万８千円
12億4,994万４千円
１億9,642万１千円
５億6,645万５千円

下水道事業 執　行　額
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

19億8,595万５千円
19億6,146万７千円
８億9,500万２千円
13億  446万５千円

特別会計歳出決算額　168億1,259万円（６会計分）
財政力指数：地方税など自治体の標準的な収入で合理的に行政
運営を行った場合に、どこまで必要経費が賄えるかを測定する
指標です。この指標は数値が高いほど財源に余裕があるとされ
ています｡
経常収支比率：毎年決まって入ってくるお金（地方税、普通交
付税など）が、毎年決まって出ていくお金（人件費、借金の返
済など）に、どの程度充てられるかを示す指標です。この比率
が低いほど財政構造が弾力性に富んでいるとされています｡
実質公債費比率：借入金（地方債）の返済額（公債費）の大き
さを、財政規模に対する割合で表したものです。この比率が
18％以上となる地方自治体は、地方債を発行するときに国の許
可が必要になります｡

【一般質問】

　集
落
支
援
員
を
住
民
自
治
組
織
の
事

務
局
員
と
し
て
雇
用
で
き
な
い
か
？

質
問
　
各
地
域
の
住
民
自
治
組
織
に

対
す
る
予
算
の
約
８
割
は
人
件
費
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、
占
め
る
割
合
が

大
き
い
と
言
え
る
。
国
の
集
落
支
援

員
制
度
を
活
用
し
て
、
現
在
の
事
務

局
員
を
集
落
支
援
員
と
し
て
雇
用
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

部
長
　
集
落
支
援
員
を
住
民
自
治
組

織
の
事
務
局
員
と
し
て
雇
用
す
る
な

ど
、
国
の
集
落
支
援
員
制
度
を
住
民

自
治
組
織
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
住
民
自
治
組
織
の
設
立
に
つ

い
て
、
振
興
局
単
位
の
一
地
域
一
組

織
の
考
え
は
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
住
民
自
治
組
織
を
作
る
事
が

優
先
と
は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
を

維
持
し
て
い
く
に
は
地
域
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
ど
う

い
っ
た
組
織
や
担
い
手
が
必
要
な
の

か
、
住
民
の
皆
様
の
話
し
合
い
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
地
域
の
在
り

方
や
組
織
の
必
要
性
な
ど
を
し
っ
か

り
と
議
論
し
て
、

そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
住
民
自

治
組
織
が
必
要

で
あ
れ
ば
設
立

す
れ
ば
良
い
と

考
え
る
。

質
問　国

の
制
度
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い

回
答

新世ひた　居川　太城 議員中津江むらづくり役場

市政に反映　　　　皆さんの声
市政に反映　　　　皆さんの声

　令和５年第４回定例会では、12月６、７、８日の３日間にわたり一般質問が行われ、
14人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお知
らせします。

　会議は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴する
ことができます。車いす（３台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

議会をご覧になりませんか
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質
問
　
農
民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

が
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
に

か
け
て
学
校
給
食
の
パ
ン
な
ど
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
発
が
ん
性
が
疑
わ

れ
て
い
る
除
草
剤
の
主
成
分
で
あ
る

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
学
校
給
食
用
の
パ
ン
は

大
分
県
学
校
給
食
会
が
食
材
を
選
ん

で
、
パ
ン
加
工
業
者
が
作
っ
て
い
る
。

国
の
残
留
農
薬
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
全
国
の
小
中
学
校
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

千
葉
県
い
す
み
市
は
学
校
給
食
に
使

う
米
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
市
長
の
思
い
は
ど
う

か
。

市
長
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
す
る

に
は
、
農
家
の
手
間
、
価
格
、
安
定

供
給
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
解
決
し
た
の
か
、
ぜ
ひ
勉
強
さ

せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

教
育
委
員

会
と
連
携
、

協
力
し
な

が
ら
、
そ

の
方
向
に

進
め
た
い
。

質
問
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
立
地
地
域
振

興
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策

の
考
え
方
を
伺
う
。

部
長
　
対
象
自
治
会
に
対
し
て
地
域

振
興
策
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、

幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

振
興
が
図
れ
る
よ
う
に
、
市
と
し
て

も
手
伝
っ
て
い
く
。

質
問
　
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
、
市
と
地
元
住

民
が
一
緒
に
考
え
運
用
し
や
す
い
仕

組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

市
長
　
立
地
地
域
振
興
を
担
当
す
る

組
織
の
在
り
方
、
交
付
金
の
仕
組
み

を
見
直
す
。

質
問
　
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
日
田

市
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

と
い
う
考
え
方
が
学
習
指
導
要
領
に

加
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
学
校
で
実

践
し
て
き
た
成
果
を
土
台
に
し
て
、

日
田
市
の
実
態
に
応
じ
て
ど
の
よ
う

に
取
り
込

ん
で
い
く

の
か
を
、

し
っ
か
り

と
考
え
て

い
く
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
の
市
の
対
策
と
現

在
の
認
識
を
確
認
す
る
。

部
長
　
実
績
の
あ
る
専
門
機
関
に
委

託
し
た
。
遮
蔽
ネ
ッ
ト
等
を
設
置
し

た
が
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
他
市
は
物
理
的
な
壁
の
上
に

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る
が
、
市
は

全
面
張
り
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

部
長
　
畜
産
経
営
者
と
の
協
議
の
結

果
、
全
面
張
り
を
す
る
こ
と
で
拡
散

効
果
に
よ
る
臭
気
の
低
減
を
狙
う
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
実
施
し
た
。

質
問
　
公
害
に
該
当
す
る
と
判
断
し

て
い
る
が
、
日
田
市
環
境
保
全
条
例

は
機
能
し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
機
能
し
て
い
る
。

質
問
　
公
害
防
止
協
定
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

部
長
　
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
解
決
に
向
け
丁
寧
に
取
り
組

む
と
約
束
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

市
長
　
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
、
解

決
は
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

業
者
に
住
民
の
環
境
に
影
響
を
与
え

て
い
る
事
を

認
識
し
て
も

ら
い
対
策
の

働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
　
消
防
団
員
数
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日

現
在
で
は
、
日
田
市
消
防
団
条
例
上

の
定
数
１
２
１
８
人
に
対
し
、
８
５

０
人
が
在
籍
し
、
３
６
８
人
の
団
員

が
不
足
し
て
い
る
状
況
。

質
問
　
各
地
域
の
防
火
水
槽
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画

と
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
令
和
４
年
度
ま
で
に
51
基
の

防
火
水
槽
を
整
備
し
た
。
自
治
会
か

ら
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
ら
、
周
辺

水
利
の
状
況
を
調
査
し
、
自
然
水
利

や
人
工
水
利
が
乏
し
い
地
域
を
優
先

し
、
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
障
が
い
や
病
気
な
ど
の
理
由

か
ら
、
自
分
で
投
票
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
な
ど
に
役
立
つ
投
票
支
援
カ

ー
ド
の
導
入
が
検
討
で
き
な
い
か
。

選
管
局
長
　
次
回
選
挙
で
の
導
入
に

向
け
た
準

備
に
取
り

組
み
た
い
。

【一般質問】

市政クラブ　崎尾　亮介 議員

　山
田
原
畜
産
施
設
の
臭
気
問
題
の
　

取
組
の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

質
問　業

者
に
認
識
し
て
も
ら
い
対
策
を
　

働
き
か
け
必
要
に
応
じ
支
援
す
る

回
答

【一般質問】

日本共産党　日隈　知重 議員

　学
校
給
食
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

使
っ
て
は
ど
う
か
？

質
問　市

教
委
と
協
力
し
て
、
そ
の
方
向
に

進
め
た
い

回
答

【一般質問】

公明党　松野　勝美 議員

　防
火
水
槽
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
整
備
計
画
な
の
か
？

質
問　自

然
水
利
や
人
工
水
利
が
乏
し
い
地

域
を
優
先
し
、
計
画
的
に
整
備
し
た
い

回
答

【一般質問】

市民クラブ　中島　章二 議員

　日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
立
地
地
域
振

興
策
に
つ
い
て

質
問　立

地
地
域
振
興
を
担
当
す
る
組
織
の
在

り
方
と
、
交
付
金
の
仕
組
み
を
見
直
す

回
答
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質
問
　
農
民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

が
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
に

か
け
て
学
校
給
食
の
パ
ン
な
ど
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
発
が
ん
性
が
疑
わ

れ
て
い
る
除
草
剤
の
主
成
分
で
あ
る

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
学
校
給
食
用
の
パ
ン
は

大
分
県
学
校
給
食
会
が
食
材
を
選
ん

で
、
パ
ン
加
工
業
者
が
作
っ
て
い
る
。

国
の
残
留
農
薬
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
全
国
の
小
中
学
校
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

千
葉
県
い
す
み
市
は
学
校
給
食
に
使

う
米
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
市
長
の
思
い
は
ど
う

か
。

市
長
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
す
る

に
は
、
農
家
の
手
間
、
価
格
、
安
定

供
給
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
解
決
し
た
の
か
、
ぜ
ひ
勉
強
さ

せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

教
育
委
員

会
と
連
携
、

協
力
し
な

が
ら
、
そ

の
方
向
に

進
め
た
い
。

質
問
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
立
地
地
域
振

興
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策

の
考
え
方
を
伺
う
。

部
長
　
対
象
自
治
会
に
対
し
て
地
域

振
興
策
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、

幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

振
興
が
図
れ
る
よ
う
に
、
市
と
し
て

も
手
伝
っ
て
い
く
。

質
問
　
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
、
市
と
地
元
住

民
が
一
緒
に
考
え
運
用
し
や
す
い
仕

組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

市
長
　
立
地
地
域
振
興
を
担
当
す
る

組
織
の
在
り
方
、
交
付
金
の
仕
組
み

を
見
直
す
。

質
問
　
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
日
田

市
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

と
い
う
考
え
方
が
学
習
指
導
要
領
に

加
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
学
校
で
実

践
し
て
き
た
成
果
を
土
台
に
し
て
、

日
田
市
の
実
態
に
応
じ
て
ど
の
よ
う

に
取
り
込

ん
で
い
く

の
か
を
、

し
っ
か
り

と
考
え
て

い
く
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
の
市
の
対
策
と
現

在
の
認
識
を
確
認
す
る
。

部
長
　
実
績
の
あ
る
専
門
機
関
に
委

託
し
た
。
遮
蔽
ネ
ッ
ト
等
を
設
置
し

た
が
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
他
市
は
物
理
的
な
壁
の
上
に

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る
が
、
市
は

全
面
張
り
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

部
長
　
畜
産
経
営
者
と
の
協
議
の
結

果
、
全
面
張
り
を
す
る
こ
と
で
拡
散

効
果
に
よ
る
臭
気
の
低
減
を
狙
う
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
実
施
し
た
。

質
問
　
公
害
に
該
当
す
る
と
判
断
し

て
い
る
が
、
日
田
市
環
境
保
全
条
例

は
機
能
し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
機
能
し
て
い
る
。

質
問
　
公
害
防
止
協
定
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

部
長
　
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
解
決
に
向
け
丁
寧
に
取
り
組

む
と
約
束
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

市
長
　
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
、
解

決
は
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

業
者
に
住
民
の
環
境
に
影
響
を
与
え

て
い
る
事
を

認
識
し
て
も

ら
い
対
策
の

働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
　
消
防
団
員
数
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日

現
在
で
は
、
日
田
市
消
防
団
条
例
上

の
定
数
１
２
１
８
人
に
対
し
、
８
５

０
人
が
在
籍
し
、
３
６
８
人
の
団
員

が
不
足
し
て
い
る
状
況
。

質
問
　
各
地
域
の
防
火
水
槽
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画

と
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
令
和
４
年
度
ま
で
に
51
基
の

防
火
水
槽
を
整
備
し
た
。
自
治
会
か

ら
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
ら
、
周
辺

水
利
の
状
況
を
調
査
し
、
自
然
水
利

や
人
工
水
利
が
乏
し
い
地
域
を
優
先

し
、
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
障
が
い
や
病
気
な
ど
の
理
由

か
ら
、
自
分
で
投
票
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
な
ど
に
役
立
つ
投
票
支
援
カ

ー
ド
の
導
入
が
検
討
で
き
な
い
か
。

選
管
局
長
　
次
回
選
挙
で
の
導
入
に

向
け
た
準

備
に
取
り

組
み
た
い
。

【一般質問】

市政クラブ　崎尾　亮介 議員

　山
田
原
畜
産
施
設
の
臭
気
問
題
の
　

取
組
の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

質
問　業

者
に
認
識
し
て
も
ら
い
対
策
を
　

働
き
か
け
必
要
に
応
じ
支
援
す
る

回
答

【一般質問】

日本共産党　日隈　知重 議員

　学
校
給
食
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

使
っ
て
は
ど
う
か
？

質
問　市

教
委
と
協
力
し
て
、
そ
の
方
向
に

進
め
た
い

回
答

【一般質問】

公明党　松野　勝美 議員

　防
火
水
槽
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
整
備
計
画
な
の
か
？

質
問　自

然
水
利
や
人
工
水
利
が
乏
し
い
地

域
を
優
先
し
、
計
画
的
に
整
備
し
た
い

回
答

【一般質問】

市民クラブ　中島　章二 議員

　日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
立
地
地
域
振

興
策
に
つ
い
て

質
問　立

地
地
域
振
興
を
担
当
す
る
組
織
の
在

り
方
と
、
交
付
金
の
仕
組
み
を
見
直
す

回
答
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質
問
　
平
成
20
年
に
重
要
文
化
的
景

観
に
小
鹿
田
焼
の
里
が
選
定
さ
れ
て

15
年
、
地
元
の
同
意
が
前
提
だ
っ
た

が
、
近
年
で
は
選
定
解
除
の
声
さ
え

聞
こ
え
る
。
市
教
委
の
誤
指
導
は
昨

年
謝
罪
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
地
元
と
の
関
係
の
立
て
直
し
や

計
画
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

次
長
　
誤
指
導
問
題
の
解
決
を
最
優

先
し
て
お
り
、
地
元
が
設
け
た
景
観

保
存
会
と
の
協
議
の
再
開
が
望
ま
れ

る
。

質
問
　
九
州
初
を
誇
っ
た
重
文
景
選

定
だ
が
、
責
任
を
負
う
べ
き
日
田
市

は
そ
の
後
地
元
へ
の
普
及
啓
発
等
を

お
ろ
そ
か
に
し
た
。
市
長
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

市
長
　
地
元
へ
の
説
明
責
任
や
寄
り

添
い
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問
　
文
化
財
の
維
持
活
用
は
当
事

者
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
市
全
体

で
担
う
た
め
改
訂
文
化
財
保
護
法
に

よ
る
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
も
急

ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
文
化
財
担

当
に
限
ら
ず
市
全

体
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

【一般質問】
質
問
　
も
っ
と
多
く
の
地
域
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
地
域
の
ほ
う
か
ら
延
伸
の
希

望
や
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
利
用
者

数
、
運
行
本
数
、
道
路
幅
、
運
行
車

両
、
運
転
手
の
確
保
等
総
合
的
に
検

証
し
て
判
断
を
し
て
い
る
。
効
果
的

な
ル
ー
ト
の
運
行
と
市
街
地
を
移
動

し
や
す
く
使
い
勝
手
の
よ
い
ル
ー
ト

を
考
え
な
が
ら
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
駅
か
ら
近
い
人
も
遠
い
人
も

利
用
し
た
い
、
日
田
駅
に
行
か
な
く

て
も
い
い
、
今
、
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
ル
ー
ト
や
バ
ス
停
を
増

や
し
、
も
っ
と
み
ん
な
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

に
関
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
う
場

合
は
、
利
用
者
の
声
や
ニ
ー
ズ
調
査

に
よ
り
、
日
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

起
点
終
点

と
し
な
い

ル
ー
ト
も

要
望
が
多

け
れ
ば
検

討
し
て
い

き
た
い
。

市民クラブ　今井　美保 議員

【一般質問】
質
問
　
令
和
３
年
度
に
夜
明
ダ
ム
の

水
利
権
更
新
が
あ
っ
た
が
、
日
田
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
。

部
長
　
市
の
意
見
を
大
分
県
宛
て
に

出
し
て
い
る
。

質
問
　
今
後
、
水
利
権
の
更
新
を
控

て
い
る
ダ
ム
、
発
電
所
は
あ
る
か
。

部
長
　
石
井
発
電
所
が
令
和
６
年
３

月
、
女
子
畑
・
三
芳
発
電
所
が
令
和

８
年
９
月
、
松
原
・
下
筌
・
柳
又
発

電
所
が
令
和
11
年
３
月
で
あ
る
。

質
問
　
大
山
川
堰
か
ら
の
放
流
量
が

毎
秒
１
ト
ン
増
加
さ
れ
て
も
な
お
隈

裏
の
透
視
度
は
1.1
ｍ
で
あ
る
。
三
隈

川
は
清
流
と
言
え
る
の
か
。

市
長
　
過
去
、
清
流
と
言
わ
れ
た
姿

に
は
到
底
戻
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
松
原
ダ
ム
の
選
択
取
水
装
置

は
洪
水
対
策
に
備
え
た
計
画
放
水
時

に
機
能
し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
市
と
し
て
は
回
答
し
か
ね
る
。

質
問
　
松
原
ダ
ム
の
放
流
水
に
つ
い

て
市
独
自
の
水
質
調
査
を
国
交
省
に

協
力
依
頼
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
調
査
検

討
を
行
い
、
国

交
省
の
協
力
が

必
要
な
場
合
は

改
め
て
お
願
い

し
た
い
。

市政クラブ　宮﨑　陽治 議員

質
問
　
農
業
関
係
者
か
ら
、
農
地
、

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
費
の
地
元

負
担
が
大
き
く
、
軽
減
を
求
め
る
声

も
多
い
。
今
回
の
災
害
か
ら
負
担
軽

減
の
立
場
で
検
証
し
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
頻
発
す
る
災
害
の
状
況
、
高

齢
化
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検

証
し
て
い
る
が
、
今
回
の
災
害
か
ら

の
負
担
軽
減
は
難
し
い
。

質
問
　
公
営
住
宅
で
は
単
身
の
入
居

希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
。
対
策
は

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
時

に
は
、
単
身
者
向
け
の
戸
数
を
増
や

し
て
い
る
。
長
期
間
申
し
込
み
が
な

く
空
い
て
い
る
住
宅
は
、
今
後
単
身

者
の
入
居
を
可
能
に
し
て
い
く
。

質
問
　
国
も
公
営
住
宅
の
入
居
の
際

の
保
証
人
は
求
め
て
い
な
い
。
市
も

な
く
し
た
ら
ど
う
か
。

部
長
　
県
内
各
市
町
村
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
協
議

を
行
い
対
応
す
る
。

質
問
　
団
地
内
の
住
民
の
高
齢
化
に

伴
い
雑
草
の

除
去
も
困
難

に
な
っ
て
い

る
の
で
、
市

で
対
応
す
べ

き
だ
。

　ひ
た
は
し
り
号
を
も
っ
と
多
く
の
地

域
で
走
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

質
問　利

用
者
の
声
、
ニ
ー
ズ
調
査
、
要
望

が
多
け
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い

回
答

　筑
後
川
上
流
域
、
福
岡
都
市
圏
と
の

関
係
性
を
見
直
す
べ
き
で
は
？

質
問　三

隈
川
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い

回
答

【一般質問】

無所属　髙倉　貴子 議員

　重
要
文
化
的
景
観
　誤
指
導
問
題
の

解
決
を
！

質
問　年

度
内
の
解
決
に
向
け
て
進
め
る

回
答

【一般質問】

日本共産党　大谷　敏彰 議員

　被
災
農
地
、
農
業
用
施
設
の
復
旧
費

に
つ
い
て
、
地
元
負
担
の
軽
減
を
！

質
問　農

家
等
の
負
担
金
は
見
直
し
の
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る

回
答

池ノ鶴集落の被害松原ダム



89ひた市議会だより　2024.1 ひた市議会だより　2024.1

質
問
　
平
成
20
年
に
重
要
文
化
的
景

観
に
小
鹿
田
焼
の
里
が
選
定
さ
れ
て

15
年
、
地
元
の
同
意
が
前
提
だ
っ
た

が
、
近
年
で
は
選
定
解
除
の
声
さ
え

聞
こ
え
る
。
市
教
委
の
誤
指
導
は
昨

年
謝
罪
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
地
元
と
の
関
係
の
立
て
直
し
や

計
画
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

次
長
　
誤
指
導
問
題
の
解
決
を
最
優

先
し
て
お
り
、
地
元
が
設
け
た
景
観

保
存
会
と
の
協
議
の
再
開
が
望
ま
れ

る
。

質
問
　
九
州
初
を
誇
っ
た
重
文
景
選

定
だ
が
、
責
任
を
負
う
べ
き
日
田
市

は
そ
の
後
地
元
へ
の
普
及
啓
発
等
を

お
ろ
そ
か
に
し
た
。
市
長
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

市
長
　
地
元
へ
の
説
明
責
任
や
寄
り

添
い
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問
　
文
化
財
の
維
持
活
用
は
当
事

者
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
市
全
体

で
担
う
た
め
改
訂
文
化
財
保
護
法
に

よ
る
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
も
急

ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
文
化
財
担

当
に
限
ら
ず
市
全

体
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

【一般質問】
質
問
　
も
っ
と
多
く
の
地
域
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
地
域
の
ほ
う
か
ら
延
伸
の
希

望
や
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
利
用
者

数
、
運
行
本
数
、
道
路
幅
、
運
行
車

両
、
運
転
手
の
確
保
等
総
合
的
に
検

証
し
て
判
断
を
し
て
い
る
。
効
果
的

な
ル
ー
ト
の
運
行
と
市
街
地
を
移
動

し
や
す
く
使
い
勝
手
の
よ
い
ル
ー
ト

を
考
え
な
が
ら
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
駅
か
ら
近
い
人
も
遠
い
人
も

利
用
し
た
い
、
日
田
駅
に
行
か
な
く

て
も
い
い
、
今
、
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
ル
ー
ト
や
バ
ス
停
を
増

や
し
、
も
っ
と
み
ん
な
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

に
関
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
う
場

合
は
、
利
用
者
の
声
や
ニ
ー
ズ
調
査

に
よ
り
、
日
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

起
点
終
点

と
し
な
い

ル
ー
ト
も

要
望
が
多

け
れ
ば
検

討
し
て
い

き
た
い
。

市民クラブ　今井　美保 議員

【一般質問】
質
問
　
令
和
３
年
度
に
夜
明
ダ
ム
の

水
利
権
更
新
が
あ
っ
た
が
、
日
田
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
。

部
長
　
市
の
意
見
を
大
分
県
宛
て
に

出
し
て
い
る
。

質
問
　
今
後
、
水
利
権
の
更
新
を
控

て
い
る
ダ
ム
、
発
電
所
は
あ
る
か
。

部
長
　
石
井
発
電
所
が
令
和
６
年
３

月
、
女
子
畑
・
三
芳
発
電
所
が
令
和

８
年
９
月
、
松
原
・
下
筌
・
柳
又
発

電
所
が
令
和
11
年
３
月
で
あ
る
。

質
問
　
大
山
川
堰
か
ら
の
放
流
量
が

毎
秒
１
ト
ン
増
加
さ
れ
て
も
な
お
隈

裏
の
透
視
度
は
1.1
ｍ
で
あ
る
。
三
隈

川
は
清
流
と
言
え
る
の
か
。

市
長
　
過
去
、
清
流
と
言
わ
れ
た
姿

に
は
到
底
戻
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
松
原
ダ
ム
の
選
択
取
水
装
置

は
洪
水
対
策
に
備
え
た
計
画
放
水
時

に
機
能
し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
市
と
し
て
は
回
答
し
か
ね
る
。

質
問
　
松
原
ダ
ム
の
放
流
水
に
つ
い

て
市
独
自
の
水
質
調
査
を
国
交
省
に

協
力
依
頼
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
調
査
検

討
を
行
い
、
国

交
省
の
協
力
が

必
要
な
場
合
は

改
め
て
お
願
い

し
た
い
。

市政クラブ　宮﨑　陽治 議員

質
問
　
農
業
関
係
者
か
ら
、
農
地
、

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
費
の
地
元

負
担
が
大
き
く
、
軽
減
を
求
め
る
声

も
多
い
。
今
回
の
災
害
か
ら
負
担
軽

減
の
立
場
で
検
証
し
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
頻
発
す
る
災
害
の
状
況
、
高

齢
化
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検

証
し
て
い
る
が
、
今
回
の
災
害
か
ら

の
負
担
軽
減
は
難
し
い
。

質
問
　
公
営
住
宅
で
は
単
身
の
入
居

希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
。
対
策
は

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
時

に
は
、
単
身
者
向
け
の
戸
数
を
増
や

し
て
い
る
。
長
期
間
申
し
込
み
が
な

く
空
い
て
い
る
住
宅
は
、
今
後
単
身

者
の
入
居
を
可
能
に
し
て
い
く
。

質
問
　
国
も
公
営
住
宅
の
入
居
の
際

の
保
証
人
は
求
め
て
い
な
い
。
市
も

な
く
し
た
ら
ど
う
か
。

部
長
　
県
内
各
市
町
村
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
協
議

を
行
い
対
応
す
る
。

質
問
　
団
地
内
の
住
民
の
高
齢
化
に

伴
い
雑
草
の

除
去
も
困
難

に
な
っ
て
い

る
の
で
、
市

で
対
応
す
べ

き
だ
。

　ひ
た
は
し
り
号
を
も
っ
と
多
く
の
地

域
で
走
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

質
問　利

用
者
の
声
、
ニ
ー
ズ
調
査
、
要
望

が
多
け
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い

回
答

　筑
後
川
上
流
域
、
福
岡
都
市
圏
と
の

関
係
性
を
見
直
す
べ
き
で
は
？

質
問　三

隈
川
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い

回
答

【一般質問】

無所属　髙倉　貴子 議員

　重
要
文
化
的
景
観
　誤
指
導
問
題
の

解
決
を
！

質
問　年

度
内
の
解
決
に
向
け
て
進
め
る

回
答

【一般質問】

日本共産党　大谷　敏彰 議員

　被
災
農
地
、
農
業
用
施
設
の
復
旧
費

に
つ
い
て
、
地
元
負
担
の
軽
減
を
！

質
問　農

家
等
の
負
担
金
は
見
直
し
の
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る

回
答

池ノ鶴集落の被害松原ダム
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質
問
　
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
私
が
公
約
し
た
取
組
に
つ
い

て
も
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
仕
事
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
は
、

職
員
が
現
場
に
出
向
き
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
す
る
た
め
の
時
間

の
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
目
指
す
取
組
が
重
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
今
後
、
市
が
実
施
す
る
事
業

の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
指
標
の

活
用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
が
、
今
後
の
市
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

部
長
　
住
宅
用
地
特
例
の
解
除
の
措

置
は
、
所
有
者
等
の
補
修
等
の
改
善

に
つ
な
が
る
対
策
の
一
つ
な
の
で
、

国
の
基
本

方
針
な
ど

を
参
考
に

取
組
を
考

え
て
い
き

た
い
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
取
組

状
況
を
伺
う
。

部
長
　
庁
内
の
推
進
体
制
づ
く
り
が

十
分
進
ま
ず
、
現
在
ま
で
策
定
に
至

っ
て
い
な
い
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
今
後
、

策
定
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

部
長
　
現
在
、
令
和
６
年
度
に
策
定

予
定
の
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
盛
込

む
よ
う
に
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め

る
。

質
問
　
策
定
メ
ン
バ
ー
や
運
営
方
法

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
地
域
福
祉
計
画
の
中
に
施
策

を
盛
込
む
方
向
性
に
な
っ
た
ら
協
議

す
る
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
計
画
策
定
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
、
策
定
後
の
推
進

体
制
も
論
議
を
進
め
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
、｢

所
得
税

基
本
通
達
の
制

定
に
つ
い
て
」

の
一
部
改
正
に

伴
う
兼
業
農
家

へ
の
影
響
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
芝
環
境
に

つ
い
て
、
市
民
や
競
技
団
体
か
ら
芝

環
境
の
整
備
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長
　
市
の
施
設
と
し
て
、
鯛
生
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
陸
上
競
技
場
が

あ
る
。
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

宿
泊
を
伴
う
利
用
を
優
先
、
ま
た
陸

上
競
技
場
は
第
２
種
公
認
陸
上
競
技

場
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
た
め

あ
る
程
度
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
。

質
問
　
施
設
と
し
て
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
や
萩
尾
公
園
に
つ
い
て
、

宿
泊
利
用
や
芝
の
養
生
の
た
め
、
月

に
一
度
な
ど
、
使
用
制
限
が
か
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

部
長
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
市
民
の
た
め
、
人
工
芝
の
新

設
、
張
替
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
　
状
況
は
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
、

念
頭
に
置

い
て
い
く
。

質
問
　
上
津
江
町
と
中
津
江
村
は
熊

本
県
に
隣
接
し
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
に
つ
い
て
隣
接
市
町
村
と
の
連
携

は
考
え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
今
ま
で
は
、
東
京
や
福
岡
の

財
界
な
ど
を
中
心
に
伺
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
熊
本
県
や
自
治
体
あ
る
い

は
経
済
界
に
伺
い
、
連
携
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
大
津
町
や
益
城
町
、
菊
陽
町

な
ど
近
隣
の
自
治
体
に
は
半
導
体
関

連
の
企
業
が
多
く
進
出
も
し
く
は
進

出
を
予
定
し
て
い
る
。
上
・
中
津
江

の
市
営
住
宅
の
空
き
状
況
は
、
上
津

江
で
空
き
が
14
戸
、
中
津
江
10
戸
と

少
な
く
、
熊
本
県
内
に
通
う
人
が
多

く
な
れ
ば
住
宅
数
が
足
り
な
い
が
、

市
長
と
し
て
こ
の
数
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
伺
う
。

市
長
　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
家
等

の
活
用
も
含
め
て
考
え
た
い
。
空
き

家
と
い
う
の
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
一
般

的
な
空
き
家
の
活
用
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
、
市
営

駐
車
場
に

つ
い
て
質

問
し
た
。

【一般質問】

市政クラブ　中𠩤　晴剛 議員

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
、
十
分
な

芝
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
？

質
問

　
市
と
し
て
し
っ
か
り
と
捉
え
、
考
え

て
い
き
た
い

回
答

【一般質問】

市政クラブ　原田　裕文 議員

　
日
田
市
で
の
再
犯
防
止
推
進
計
画
の

策
定
の
考
え
は
な
い
か
？

質
問

　
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
施
策
を
盛
込

む
よ
う
に
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
る

回
答

【一般質問】

公明党　坂本　　茂 議員

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
に
よ
り
新
た
な

変
革
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

質
問

　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
特
設
チ
ー
ム
な
ど

の
設
置
も
検
討
し
た
い

回
答

【一般質問】

市政クラブ　梅原　竜也 議員

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
日
田
市
に
与
え
る
影
響

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

質
問

　
関
連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
移
住

や
通
勤
対
策
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

回
答
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質
問
　
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
私
が
公
約
し
た
取
組
に
つ
い

て
も
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
仕
事
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
は
、

職
員
が
現
場
に
出
向
き
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
す
る
た
め
の
時
間

の
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
目
指
す
取
組
が
重
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
今
後
、
市
が
実
施
す
る
事
業

の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
指
標
の

活
用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
が
、
今
後
の
市
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

部
長
　
住
宅
用
地
特
例
の
解
除
の
措

置
は
、
所
有
者
等
の
補
修
等
の
改
善

に
つ
な
が
る
対
策
の
一
つ
な
の
で
、

国
の
基
本

方
針
な
ど

を
参
考
に

取
組
を
考

え
て
い
き

た
い
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
取
組

状
況
を
伺
う
。

部
長
　
庁
内
の
推
進
体
制
づ
く
り
が

十
分
進
ま
ず
、
現
在
ま
で
策
定
に
至

っ
て
い
な
い
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
今
後
、

策
定
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

部
長
　
現
在
、
令
和
６
年
度
に
策
定

予
定
の
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
盛
込

む
よ
う
に
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め

る
。

質
問
　
策
定
メ
ン
バ
ー
や
運
営
方
法

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
地
域
福
祉
計
画
の
中
に
施
策

を
盛
込
む
方
向
性
に
な
っ
た
ら
協
議

す
る
。

質
問
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
計
画
策
定
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
、
策
定
後
の
推
進

体
制
も
論
議
を
進
め
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
、｢

所
得
税

基
本
通
達
の
制

定
に
つ
い
て
」

の
一
部
改
正
に

伴
う
兼
業
農
家

へ
の
影
響
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
芝
環
境
に

つ
い
て
、
市
民
や
競
技
団
体
か
ら
芝

環
境
の
整
備
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長
　
市
の
施
設
と
し
て
、
鯛
生
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
陸
上
競
技
場
が

あ
る
。
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

宿
泊
を
伴
う
利
用
を
優
先
、
ま
た
陸

上
競
技
場
は
第
２
種
公
認
陸
上
競
技

場
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
た
め

あ
る
程
度
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
。

質
問
　
施
設
と
し
て
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
や
萩
尾
公
園
に
つ
い
て
、

宿
泊
利
用
や
芝
の
養
生
の
た
め
、
月

に
一
度
な
ど
、
使
用
制
限
が
か
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

部
長
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
市
民
の
た
め
、
人
工
芝
の
新

設
、
張
替
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
　
状
況
は
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
、

念
頭
に
置

い
て
い
く
。

質
問
　
上
津
江
町
と
中
津
江
村
は
熊

本
県
に
隣
接
し
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
に
つ
い
て
隣
接
市
町
村
と
の
連
携

は
考
え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
今
ま
で
は
、
東
京
や
福
岡
の

財
界
な
ど
を
中
心
に
伺
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
熊
本
県
や
自
治
体
あ
る
い

は
経
済
界
に
伺
い
、
連
携
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
大
津
町
や
益
城
町
、
菊
陽
町

な
ど
近
隣
の
自
治
体
に
は
半
導
体
関

連
の
企
業
が
多
く
進
出
も
し
く
は
進

出
を
予
定
し
て
い
る
。
上
・
中
津
江

の
市
営
住
宅
の
空
き
状
況
は
、
上
津

江
で
空
き
が
14
戸
、
中
津
江
10
戸
と

少
な
く
、
熊
本
県
内
に
通
う
人
が
多

く
な
れ
ば
住
宅
数
が
足
り
な
い
が
、

市
長
と
し
て
こ
の
数
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
伺
う
。

市
長
　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
家
等

の
活
用
も
含
め
て
考
え
た
い
。
空
き

家
と
い
う
の
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
一
般

的
な
空
き
家
の
活
用
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
、
市
営

駐
車
場
に

つ
い
て
質

問
し
た
。

【一般質問】

市政クラブ　中𠩤　晴剛 議員

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
、
十
分
な

芝
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
？

質
問

　
市
と
し
て
し
っ
か
り
と
捉
え
、
考
え

て
い
き
た
い

回
答

【一般質問】

市政クラブ　原田　裕文 議員

　
日
田
市
で
の
再
犯
防
止
推
進
計
画
の

策
定
の
考
え
は
な
い
か
？

質
問

　
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
施
策
を
盛
込

む
よ
う
に
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
る

回
答

【一般質問】

公明党　坂本　　茂 議員

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
に
よ
り
新
た
な

変
革
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

質
問

　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
特
設
チ
ー
ム
な
ど

の
設
置
も
検
討
し
た
い

回
答

【一般質問】

市政クラブ　梅原　竜也 議員

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
日
田
市
に
与
え
る
影
響

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

質
問

　
関
連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
移
住

や
通
勤
対
策
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

回
答
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【一般質問】
質
問
　
市
道
は
全
長
１
１
８
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
市
道
維
持
管
理

に
関
す
る
要
望
が
多
数
出
て
い
る
。

道
路
維
持
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
強
化
を
図
る
た
め
、
増
員
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
現
在
は
、
２
名
１
班
と
し
、

３
班
体
制
の
６
名
で
市
内
全
域
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
草
刈
の
時
期

に
は
別
に
３
名
を
任
用
し
て
対
応
し

て
い
る
。
　

質
問
　
地
元
へ
の
草
刈
報
奨
金
に
つ

い
て
は
、
年
２
回
の
支
給
で
、
平
米

単
価
は
県
内
最
低
レ
ベ
ル
の
８
円
で

あ
り
、
土
地
の
傾
斜
率
は
他
市
と
比

較
し
て
も
、
か
な
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
近

年
の
物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て
、

草
刈
り
単
価
の
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
　

部
長
　
今
年
度
か
ら
支
払
回
数
を
２

回
分
に
増
や
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、

現
時
点
で
は
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。

新世ひた　佐藤　孝彰 議員

　道
路
補
修
事
業
に
つ
い
て
、
多
数
要
望

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
を
！

質
問　各

振
興
局
の
状
況
を
把
握
し
、
遅
れ

が
無
い
よ
う
に
配
慮
す
る

回
答

　
今
回
の
補
正
予
算
の
歳
入
に
関
し

て
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
支
出

金
や
県
支
出
金
の
増
額
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

●
上
津
江
地
区
定
住
交
流
促
進
施
設

管
理
費
（
１
８
４
万
２
千
円
）

　
こ
の
事
業
は
、
新
年
度
入
居
希
望

者
に
対
応
す
る
た
め
の
修
繕
料
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。
上
津
江
地
区
の

活
性
化
及
び
地
域
発
展
を
目
的
と
し

た
施
設
で
、
現
在
24
世
帯
38
名
の
方

が
入
居
さ
れ
、
地
区
の
活
性
化
な
ど

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
施

設
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
方
が
い
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
維
持
管
理
に

努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
債
務
負
担
行
為
補
正
（
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
整
備
及
び
運
営
事
業
／
限

度
額
２
０
１
億
１
７
３
８
万
３
千

円
）

　
今
後
、
施
設
建
設
か
ら
セ
ン
タ
ー

の
運
営
稼
働
が
長
期
に
わ
た
る
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
進
捗
状

況
や
様
々
な
情
報
を
、
議
会
を
は
じ

め
、
近
隣
住
民
に
対
し
て
常
に
丁
寧

な
説
明
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
費
や
運
営
費
の
予
算
計

上
に
お
い
て
十
分
に
精
査
し
提
案
す

る
よ
う
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業
（
５
億
４
５
６
７
万
５
千
円)

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
感
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
７

万
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
国

庫
支
出
金
の
増
額
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

令
和
５
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
16
億
９
５
９
万
９
千
円
を

可
決
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
待
機
児
童
対
策
と

し
て
、
新
た
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
た
め
の
、
環
境
整
備
費

用
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
計
画
で
は
、
通
学
し
て
い

る
学
校
か
ら
当
該
ク
ラ
ブ
ま
で
を
、

徒
歩
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
で
移
動
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
動
途
中

に
お
け
る
児
童
の
安
全
確
保
を
図
る

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
学
校
給
食
調
理
場
管
理
費

　
こ
の
事
業
は
、
学
校
給
食
調
理
場

の
夏
休
み
期
間
中
の
定
期
点
検
や
、

保
健
所
の
立
入
検
査
に
よ
り
指
摘
の

の
あ
っ
た
個
所
や
、
経
年
劣
化
に
よ

る
厨
房
機
器
や
施
設
設
備
の
不
具
合

報
告
に
基
づ
き
、
異
物
混
入
や
事
故

防
止
の
た
め
、
修
繕
料
の
増
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。
安
心
安
全
な
学

校
給
食
提
供
の
た
め
、
日
頃
の
点
検

や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
の
対
策
を

徹
底
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業

　
こ
の
事
業
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
て
、
物
価
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
一
世
帯
あ
た
り
７

万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
か
ら

新
た
に
導
入
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

も
含
め
て
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能

等
を
用
い
て
、
対
象
者
の
適
切
な
把

握
を
し
、
給
付
漏
れ
の
な
い
よ
う
に

要
望
し
ま
し
た
。

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

待
機
児
童
対
策
と
し
て
新
た
な

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

●
災
害
防
除
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
落
石
に
よ
る
交
通

事
故
及
び
土
砂
崩
壊
に
よ
る
通
行
止

め
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、

歩
行
者
の
生
命
や
車
両
の
安
全
で
円

滑
な
通
行
を
守
る
た
め
未
然
に
落
石

等
の
災
害
を
防
ぐ
対
策
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
市
道
原
線
の
事

業
に
つ
い
て
、
地
元
要
望
か
ら
２
年

が
経
過
し
本
年
度
工
事
を
実
施
す
る

よ
う
進
め
て
い
た
が
、
工
事
予
定
地

の
売
却
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
判
明

し
た
た
め
、
用
地
に
関
し
て
再
協
議

が
必
要
と
な
り
、
減
額
補
正
と
な
っ

た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
前
の
情
報
収
集
に
不
備
が
あ
り
、

用
地
取
得
の
協
議
に
関
し
て
、
今
後

余
分
な
日
数
や
費
用
が
発
生
す
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
は

工
事
予
定
地
の
地
権
者
の
状
況
把
握

は
も
と
よ
り
、
用
地
協
議
の
際
に
地

権
者
と
合
意
を
得
た
場
合
は
、
合
意

書
等
の
文
書
を
交
わ
す
な
ど
再
発
防

止
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
（
梅
雨
前
線
大
雨
分
）

●
林
地
及
び
林
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
（
梅
雨
前
線
大
雨
分
）

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
梅
雨
前
線
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
や
林
地
及

び
農
林
業
用
施
設
の
復
旧
を
行
う
も

の
で
す
。

　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

災
害
査
定
に
向
け
調
査
・
査
定
の
体

制
強
化
や
整
備
を
図
り
、
災
害
査
定

が
終
了
と
し
た
箇
所
か
ら
速
や
か
に

工
事
発
注
を
行
い
、
１
日
も
早
い
復

旧
に
取
り
組
み
、
農
家
に
対
し
て
は

負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

農
家
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

求
め
る
！
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【一般質問】
質
問
　
市
道
は
全
長
１
１
８
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
市
道
維
持
管
理

に
関
す
る
要
望
が
多
数
出
て
い
る
。

道
路
維
持
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
強
化
を
図
る
た
め
、
増
員
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
現
在
は
、
２
名
１
班
と
し
、

３
班
体
制
の
６
名
で
市
内
全
域
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
草
刈
の
時
期

に
は
別
に
３
名
を
任
用
し
て
対
応
し

て
い
る
。
　

質
問
　
地
元
へ
の
草
刈
報
奨
金
に
つ

い
て
は
、
年
２
回
の
支
給
で
、
平
米

単
価
は
県
内
最
低
レ
ベ
ル
の
８
円
で

あ
り
、
土
地
の
傾
斜
率
は
他
市
と
比

較
し
て
も
、
か
な
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
近

年
の
物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て
、

草
刈
り
単
価
の
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
　

部
長
　
今
年
度
か
ら
支
払
回
数
を
２

回
分
に
増
や
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、

現
時
点
で
は
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。

新世ひた　佐藤　孝彰 議員

　道
路
補
修
事
業
に
つ
い
て
、
多
数
要
望

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
を
！

質
問　各

振
興
局
の
状
況
を
把
握
し
、
遅
れ

が
無
い
よ
う
に
配
慮
す
る

回
答

　
今
回
の
補
正
予
算
の
歳
入
に
関
し

て
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
支
出

金
や
県
支
出
金
の
増
額
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

●
上
津
江
地
区
定
住
交
流
促
進
施
設

管
理
費
（
１
８
４
万
２
千
円
）

　
こ
の
事
業
は
、
新
年
度
入
居
希
望

者
に
対
応
す
る
た
め
の
修
繕
料
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。
上
津
江
地
区
の

活
性
化
及
び
地
域
発
展
を
目
的
と
し

た
施
設
で
、
現
在
24
世
帯
38
名
の
方

が
入
居
さ
れ
、
地
区
の
活
性
化
な
ど

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
施

設
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
方
が
い
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
維
持
管
理
に

努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
債
務
負
担
行
為
補
正
（
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
整
備
及
び
運
営
事
業
／
限

度
額
２
０
１
億
１
７
３
８
万
３
千

円
）

　
今
後
、
施
設
建
設
か
ら
セ
ン
タ
ー

の
運
営
稼
働
が
長
期
に
わ
た
る
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
進
捗
状

況
や
様
々
な
情
報
を
、
議
会
を
は
じ

め
、
近
隣
住
民
に
対
し
て
常
に
丁
寧

な
説
明
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
費
や
運
営
費
の
予
算
計

上
に
お
い
て
十
分
に
精
査
し
提
案
す

る
よ
う
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業
（
５
億
４
５
６
７
万
５
千
円)

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
感
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
７

万
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
国

庫
支
出
金
の
増
額
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

令
和
５
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
16
億
９
５
９
万
９
千
円
を

可
決
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
待
機
児
童
対
策
と

し
て
、
新
た
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
た
め
の
、
環
境
整
備
費

用
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
計
画
で
は
、
通
学
し
て
い

る
学
校
か
ら
当
該
ク
ラ
ブ
ま
で
を
、

徒
歩
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
で
移
動
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
動
途
中

に
お
け
る
児
童
の
安
全
確
保
を
図
る

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
学
校
給
食
調
理
場
管
理
費

　
こ
の
事
業
は
、
学
校
給
食
調
理
場

の
夏
休
み
期
間
中
の
定
期
点
検
や
、

保
健
所
の
立
入
検
査
に
よ
り
指
摘
の

の
あ
っ
た
個
所
や
、
経
年
劣
化
に
よ

る
厨
房
機
器
や
施
設
設
備
の
不
具
合

報
告
に
基
づ
き
、
異
物
混
入
や
事
故

防
止
の
た
め
、
修
繕
料
の
増
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。
安
心
安
全
な
学

校
給
食
提
供
の
た
め
、
日
頃
の
点
検

や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
の
対
策
を

徹
底
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業

　
こ
の
事
業
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
て
、
物
価
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
一
世
帯
あ
た
り
７

万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
か
ら

新
た
に
導
入
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

も
含
め
て
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能

等
を
用
い
て
、
対
象
者
の
適
切
な
把

握
を
し
、
給
付
漏
れ
の
な
い
よ
う
に

要
望
し
ま
し
た
。

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

待
機
児
童
対
策
と
し
て
新
た
な

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

●
災
害
防
除
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
落
石
に
よ
る
交
通

事
故
及
び
土
砂
崩
壊
に
よ
る
通
行
止

め
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、

歩
行
者
の
生
命
や
車
両
の
安
全
で
円

滑
な
通
行
を
守
る
た
め
未
然
に
落
石

等
の
災
害
を
防
ぐ
対
策
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
市
道
原
線
の
事

業
に
つ
い
て
、
地
元
要
望
か
ら
２
年

が
経
過
し
本
年
度
工
事
を
実
施
す
る

よ
う
進
め
て
い
た
が
、
工
事
予
定
地

の
売
却
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
判
明

し
た
た
め
、
用
地
に
関
し
て
再
協
議

が
必
要
と
な
り
、
減
額
補
正
と
な
っ

た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
前
の
情
報
収
集
に
不
備
が
あ
り
、

用
地
取
得
の
協
議
に
関
し
て
、
今
後

余
分
な
日
数
や
費
用
が
発
生
す
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
は

工
事
予
定
地
の
地
権
者
の
状
況
把
握

は
も
と
よ
り
、
用
地
協
議
の
際
に
地

権
者
と
合
意
を
得
た
場
合
は
、
合
意

書
等
の
文
書
を
交
わ
す
な
ど
再
発
防

止
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
（
梅
雨
前
線
大
雨
分
）

●
林
地
及
び
林
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
（
梅
雨
前
線
大
雨
分
）

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
梅
雨
前
線
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
や
林
地
及

び
農
林
業
用
施
設
の
復
旧
を
行
う
も

の
で
す
。

　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

災
害
査
定
に
向
け
調
査
・
査
定
の
体

制
強
化
や
整
備
を
図
り
、
災
害
査
定

が
終
了
と
し
た
箇
所
か
ら
速
や
か
に

工
事
発
注
を
行
い
、
１
日
も
早
い
復

旧
に
取
り
組
み
、
農
家
に
対
し
て
は

負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

農
家
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

求
め
る
！



1415ひた市議会だより　2024.1 ひた市議会だより　2024.1

問１ あなたの性別、年齢をお答えください。

問２ 今後もこのような報告会に参加したいと思いますか。

　日田市議会では昨年11月８日から11月22日にかけて、市内20会場で議会報告・意見交換会を開
催しました。市民の皆さんとの意見交換を重視するとともに、地域にとって身近な問題や要望等をそ
れぞれの会場で取り上げるため、地区の公民館にお伺いしました。
　なお、議会報告・意見交換会でのアンケート結果は以下のとおりです。いただいた貴重なご意見を
踏まえ、これからの議会活動の参考としていきます。

議会報告・意見交換会を開催しました

アンケート集計結果（報告会参加人数 333人　アンケート回収数 304件　回収率 91.92％）
（参考【直近】：令和元年度 参加人数 413人　アンケート回収数 357件　回収率 86.44％）

●性別 ●年齢
無回答 1.3％回答しない 0.7％

女性
12.8％

男性 85.2％

40歳代 3.6％
80歳以上 5.6％ 30歳代 1.0％

20歳代 0.0％無回答 1.9％

   50歳代
10.9％

60歳代
32.9％

70歳代
44.1％

無回答 4.6％あまり参加したい
と思わない 2.0％

参加したくない 0.3％

参加したい
39.5％

機会があれば
参加したい
53.6％

●｢報告会の形態」に関する参加者の意見（一部)
・若い人30代～50代の参加が欲しい。
・回数を増やしたり、もっと意見・対話の場を作って
欲しい。    
・開催される各地区問題に絞ったテーマでの報告・意
見交換会にして欲しい。   
・開催単位は良いと思うが、何のために実施している
のかよく分からない。市の事業への質問であれば、
意見交換の意味があるのか不明。ある程度、ポイン
トを絞って実施したらどうか。
・土・日の昼間に実施することはできないか。
・参加者が少ないためもう少し住民に呼びかけが必要
だと思います。

問３ 今回の議会報告・意見交換会の内容は
いかがでしたか。   

毎回観ている
5.9％

無回答 2.3％
読んでいない 0.3％

評価する
8.9％

まったく
評価しない
1.0％

無回答
12.2％

反映されている
3.9％

無回答
12.8％

問５ 議会で発行している「ひた市議会だより」をご覧になりますか。

問６ 現在の市議会をどう思いますか。 問７ 市議会に市民の声が反映されていると
思いますか。

問４ ケーブルテレビで放送している市議会
一般質問はご覧になりますか。

●議会だよりに関するご意見や、読まない理由
(一部）

・北海道のニセコが住民と行政がとても上手に繋が
っていると感じます。市政だよりなど参考にする
と良いと思います。
・あまり興味を持てないから。
・読んでなくて申し訳ありません。
・読んでも中々理解できない。
・議会だよりだけでは議案の内容が不明、わかりや
すくお願いします。

分かりやす
かった
44.7％ 時々観ている

51.6％ほとんど観て
いない
16.1％

ほとんど観て
いない
16.1％

観ていない
15.5％
観ていない
15.5％

分かりにく
かった
2.6％

どちらとも
いえない
36.8％

毎回
読んでいる
54.3％

ある程度
評価する
48.3％

ある程度
反映されて
いる
48.1％

わからない
18.1％

時々
読んでいる
40.8％

無回答
15.9％

無回答
10.9％

ほとんど
読んでいない
2.3％

わからない
17.4％

あまり評価しない
12.2％

あまり評価しない
12.2％

反映されていない
17.1％

反映されていない
17.1％
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問１ あなたの性別、年齢をお答えください。

問２ 今後もこのような報告会に参加したいと思いますか。

　日田市議会では昨年11月８日から11月22日にかけて、市内20会場で議会報告・意見交換会を開
催しました。市民の皆さんとの意見交換を重視するとともに、地域にとって身近な問題や要望等をそ
れぞれの会場で取り上げるため、地区の公民館にお伺いしました。
　なお、議会報告・意見交換会でのアンケート結果は以下のとおりです。いただいた貴重なご意見を
踏まえ、これからの議会活動の参考としていきます。

議会報告・意見交換会を開催しました

アンケート集計結果（報告会参加人数 333人　アンケート回収数 304件　回収率 91.92％）
（参考【直近】：令和元年度 参加人数 413人　アンケート回収数 357件　回収率 86.44％）

●性別 ●年齢
無回答 1.3％回答しない 0.7％

女性
12.8％

男性 85.2％

40歳代 3.6％
80歳以上 5.6％ 30歳代 1.0％

20歳代 0.0％無回答 1.9％

   50歳代
10.9％

60歳代
32.9％

70歳代
44.1％

無回答 4.6％あまり参加したい
と思わない 2.0％

参加したくない 0.3％

参加したい
39.5％

機会があれば
参加したい
53.6％

●｢報告会の形態」に関する参加者の意見（一部)
・若い人30代～50代の参加が欲しい。
・回数を増やしたり、もっと意見・対話の場を作って
欲しい。    
・開催される各地区問題に絞ったテーマでの報告・意
見交換会にして欲しい。   
・開催単位は良いと思うが、何のために実施している
のかよく分からない。市の事業への質問であれば、
意見交換の意味があるのか不明。ある程度、ポイン
トを絞って実施したらどうか。
・土・日の昼間に実施することはできないか。
・参加者が少ないためもう少し住民に呼びかけが必要
だと思います。

問３ 今回の議会報告・意見交換会の内容は
いかがでしたか。   

毎回観ている
5.9％

無回答 2.3％
読んでいない 0.3％

評価する
8.9％

まったく
評価しない
1.0％

無回答
12.2％

反映されている
3.9％

無回答
12.8％

問５ 議会で発行している「ひた市議会だより」をご覧になりますか。

問６ 現在の市議会をどう思いますか。 問７ 市議会に市民の声が反映されていると
思いますか。

問４ ケーブルテレビで放送している市議会
一般質問はご覧になりますか。

●議会だよりに関するご意見や、読まない理由
(一部）

・北海道のニセコが住民と行政がとても上手に繋が
っていると感じます。市政だよりなど参考にする
と良いと思います。
・あまり興味を持てないから。
・読んでなくて申し訳ありません。
・読んでも中々理解できない。
・議会だよりだけでは議案の内容が不明、わかりや
すくお願いします。

分かりやす
かった
44.7％ 時々観ている

51.6％ほとんど観て
いない
16.1％

ほとんど観て
いない
16.1％

観ていない
15.5％
観ていない
15.5％

分かりにく
かった
2.6％

どちらとも
いえない
36.8％

毎回
読んでいる
54.3％

ある程度
評価する
48.3％

ある程度
反映されて
いる
48.1％

わからない
18.1％

時々
読んでいる
40.8％

無回答
15.9％

無回答
10.9％

ほとんど
読んでいない
2.3％

わからない
17.4％

あまり評価しない
12.2％

あまり評価しない
12.2％

反映されていない
17.1％

反映されていない
17.1％
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１　給食費無償化の目的
２　給食費無償化によるメリット・デメリット
３　財源について　他 提案者：居川太城 議員

提案者：日隈知重 議員

議題２　給食費無償化について

主 な 意 見

義務教育を無償とすることは憲
法に書かれている。国の責任で
やるべき。国がやらないから、
自治体が今やってる。

市独自の有機野菜や地元の
特産品を出すとか、特性を
出す場合には一部自治体の
負担でやることもあり得る。

給食費を無償化するのであれ
ば国でやるべき。現在の給食
費については親の責任として
しっかり負担していくべきだ。

500以上の自治体が無償化を
していることから、これから
は自治体でやってということ
になると不安だ。

子を養うのは親の責任、我
が子に、どういう教育をす
るかという思いが希薄に
なってきているのでは。

１食、300円弱、子供３
人いれば、ひと月１万円、
少子化対策でもあり、経
済対策でもあり得る。

将来を担う子供たちを育てていく、
食育という面でも、すべて親の責
任と言ってしまうのはどうなのか。

給食費に関しては財源を見ながら、しっか
り見定めて検討していくべきではないか。

１　そもそも人口減少は問題なのか
２　日田市の取組の効果
３　私が考える対策・事業

提案者：政策研究会
髙倉貴子 議員、宮﨑陽治 議員

議題１　人口減少対策　日田市における少子化問題について

議員相互間の自由討議を実施

主 な 意 見

地域に住んでるだけの人口
じゃなく、交流人口の増加
等も一緒に考える必要があ
る。

子供施策を含めてそこに
対応していく施策をこれ
から考えていかなければ
いけない。

数ではなくて人の移動、
分布とかバランスとかに
問題があるのではないか
と思う。

労働環境、賃金環境を準備
すること、それが出生率の
向上につながるのではない
か。

何年間は大きな企業誘致が
進んでない状況、若い人が
働ける、そういう状況をつ
くっていく必要がある。

奨学金の返済について、日
田市が独自に補助するとか
していくと、日田に戻って
きてくれるのではないか。

帰ってきた子供たちを、いかに日田に定
着できるかというところが必要なのでは
ないか。

若い方が安心して結婚、子育てができる環
境づくりが必要ではないか。

１　東九州新幹線調査報告書について
２　西九州新幹線に対する反対者の指摘
３　西九州新幹線をどことつなぐのか

議題３　東九州新幹線は夢と希望を運ぶのか？

主 な 意 見

ローカル線に影響があるが、
日田市に駅ができた場合は、
経済的発展が見込まれると
思う。

観光も含めて地元への効
果、その辺りも考えた上
で、時間がかかる事業だ
と思う。

豊予海峡を渡るルートが確立
すれば、九州にとってもかな
りの経済的メリットが出てく
ると思う。

新幹線は交通手段。なので、
通すことが目的になってはい
けないと思う。

新幹線ができるかどうかは
別として、議論は必要。議
論に積極的に関わることで
得るメリットもあるのでは
ないか。

別な振興策を考えたほう
がいい。夢のある話だが、
現実的に夢のある話だけ
ではいけないと思う。

新幹線が通ることのメリット、デメ
リットが出てくると思う、議会とし
て注視していかなければいけない。

できるできないは別にして、夢を持った市
議会であってもらいたいと思う。

問８ 市議会に対するご意見、ご要望の一部

●様々な要望を適切に取捨選択され、優先順位を
判断されて市政（行政）に反映されるよう切に
要望いたします。

●市政発展のため、尽力頂きたい。持続可能な財
政運営を。

●議会に対して周辺部の声を届ける場を是非とも
計画してください。

●住民の声が市政に届いていないと感じます。郡
部の将来をどのように考えているのか。住民と
行政がもっと話し合いをすべきと思います。小
さなグループや集団で繋がっているが、横に繋
がっておらず、情報交換の場がないと感じます。

●女性議員が少なすぎる。増やす努力が必要では。

●将来のビジョン、日田市の新しいまちづくりな
ど行政側からの提案を審議するだけでなく、議

会から提案する仕組み、行動が必要では。

●住民の声を大切に、議会・市政に反映して欲し
い。

●年に２回程度、意見交換会を実施してほしい。
交換会は土・日曜日にしてほしい。

●市民の立場に寄り添い、早期問題提示・解決に
向けた取り組みをお願いしたい。

●議会は住民の声を市政に反映する役目なのか
（議員提案の政策提言も出来るのか)。行政の
施策を審議し判断するだけなのか。議員として
の役割を分かり易く伝えるべきだと思う。

●住民の声を積極的に反映して欲しい。

●議員の皆さん、日田市の問題点・弱点を掘り下
げ、行政に対峙して欲しい。

　この取組は、様々な課題について討議し、今後の議会活動における条例提案や政策提言の能力を高める
ことを目的とするもので、令和５年12月12日に３つのテーマについて実施しました。
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ク
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う
」
と
の
質
問
を
準
備
す
る
中
で
、

中
川
圭
さ
ん
法
子
さ
ん
夫
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と
知
り
合

い
、
今
回
の
表
紙
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
の
自
宅
に
伺
い
、
自
家
製
の

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
、

お
二
人
の
「
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
」

と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
里
山
で
暮
ら
す
福
島
地
区

の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
生

き
方
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
溢
れ
て

い
ま
す
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元
日
に
石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と

す
る
震
度
７
の
地
震
が
発
生
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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わ
せ
て
、
早
期
の
復
旧
を
願
い
ま
す
。
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市
議
会
だ
よ
り
の
お
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ね
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、市
議
会
事
務
局（
☎
㉒
８
２
１
４
）へ
。市
議
会
だ
よ
り
は
、環
境
に
優
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
天
瀬
町
桜
竹
の
福
島
地

区
の
中
川
圭
さ
ん
御
家
族
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

移
住
２
年
目
の
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に
収
穫
祭
を
開
く

　
天
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町
桜
竹
の
福
島
地
区
で
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穫

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
遠
く
は
北
海

道
な
ど
全
国
か
ら
「
と
き
こ
え
村
」
の

む
ら
び
と
、
福
島
地
区
の
お
じ
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ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
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が
集
ま
り
ま

し
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。
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の
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、
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ぎ
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。
「
久

方
ぶ
り
に
子
ど
も
の
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が
戻
っ
て
き

た
」
と
、
福
島
地
区
の
人
た
ち
は
喜

ん
で
い
ま
す
。

　
「
収
穫
祭
を
開
こ
う
」
と
声
を
か

け
た
の
が
、
中
川
圭
さ
ん
と
妻
の
法

子
・
エ
レ
ン
さ
ん
。
圭
さ
ん
は
２
０

１
９
年
に
法
子
さ
ん
と
結
婚
。
２
年

前
に
法
子
さ
ん
の
ご
両
親
が
暮
ら
す

福
島
地
区
で
田
舎
ぐ
ら
し
を
始
め
ま

す
。
「
福
島
全
体
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い
る
美

し
い
文
化
」
と
、
圭
さ
ん
と
法
子
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

「
と
き
こ
え
村
」
は
、
福
島
地
区
を

表
紙
の
み
な
さ
ん

第
２
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に
帰
る
村

と
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え
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と
、
圭
さ
ん
が
立
ち
上
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ま
し
た
。

む
ら
び
と
登
録
し
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の
は
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、
月
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む
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）
を
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い
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情

報
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ま
す
。
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る

　
圭
さ
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と
法
子
さ
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は
、
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町
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・
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ま
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。
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作
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始
め
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」
と
圭
さ
ん
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話
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。
手
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干
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昔
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田
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。
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圭
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。
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収穫祭の様子
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